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自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール   令和７年度                   

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 運営推進会議で話しあった内容 外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 理念の共有と実践  

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、そ

の理念を共有して実践につなげている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

理念は当初より変わらないが、その

理念の上に、地域を大切にしながら

運営できている。「急がない、せかさ

れない、ゆっくり」をモットーに職員は

援助行っている。 

      

2 
事業所と地域との

つきあい 

事業所は、利用者が地域とつながりなが

ら暮らし続けられるよう、認知症の人の理

解や支援の方法などを共有し、事業所自

体が地域の一員として日常的に交流して

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナ対策が緩くなったとはいえ福

祉施設では依然として感染対策を継

続中である。地域との交流は外出す

ることはないが今後はリモートでの

交流が再開しつつある。 

コロナウイルスやインフルエンザ対策の

為、交流はほとんどできていない。 
    

3 
運営推進会議を活

かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

会場を設けて役員の方々と対面開

催して意見を出し合いサービスの向

上を会議にて話し合っている。 

町内会長・民生委員・家族代表者や市役

所職員との会議でサービス向上に努め

ている。 

    

4 市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係を

築くように取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

サービス内容の報告、ご意見を頂く

ことが出来ている。また、相談がある

時は助言をいただくようにしている。 

市役所関係者に意見や助言をいただ

き、反映させて取り組むよう努めている。 
    

5 
身体拘束をしない

ケアの実践 

代表者および全ての職員が「介護保険法

指定基準における禁止の対象となる具体

的な行為」を正しく理解しており、玄関の

施錠を含めて身体拘束をしないケアに取

り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

夜勤帯を除き、玄関のカギは空いて

いる。身体拘束に関しては身体拘束

適正化委員会や全職員が勉強会に

出席し学習の機会を設け身体拘束

をしないケアに取り組んでいる。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員間での勉強会や事例をもとに議論

をされおり、充分に取り組みをされてい

る。 

6 虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の自

宅や事業所内での虐待が見過ごされるこ

とがないよう注意を払い、防止に努めて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

虐待防止委員会の設置、指針の整

備を行い、毎月の職員ミーティングで

も話題にあげ研修参加も積極的に

行い虐待防止に努めている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

研修をされ、充分に虐待防止に取り組ま

れている。 

7 
権利擁護に関する

制度の理解と活用 

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

高齢者虐待と同様、成年後見制度

の事も鹿屋市から指導がある。地域

包括支援センターが中心となり研修

会を開催してくれている。現在利用さ

れている方はいない。 
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8 
契約に関する説明

と納得 

契約の締結、解約また改定等の際は、利

用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、

十分な説明を行い理解・納得を図ってい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居の際は契約書の説明を行い入

居して頂いている。また、利用料金

等の変更の際は、説明と同意を得て

いる。 

      

9 

運営に関する利用

者、家族等意見の

反映 

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご家族とのコミュニケーションを大切

にし、意見、要望を伝えやすい環境

にするとともに、ご意見箱を設置して

いる。ご意見を頂いた場合には法

人、職員と話し合い運営に反映して

いる。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

家族とのコミュニケーションは充分に取

れている。また、家族からの意見や要望

等にも対応されている。 

10 
運営に関する職員

意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日常的に職員からの意見は法人全

体の会議の中で提案するようにして

いる。 

      

11 就業環境の整備 

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

年に２回は自己評価の提出をしてお

り、面談をする事で職員の意見を引

き出している。職員はその能力によ

り、昇給・昇格をしている。環境の改

善にも努めている。出勤実績はクラ

ウド上で一括管理し視覚化してい

る。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員同士、環境整備を行い協力して取

り組んでいる。 

12 
職員を育てる取り

組み 

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ

アの実際と力量を把握し、法人内外の研

修を受ける機会の確保や、働きながらト

レーニングしていくことを進めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員の能力により積極的に研修に

参加していただいている。また、資格

取得のための研修に参加出来る様、

勤務調整を行っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

少ない人員でも研修への参加に配慮さ

れている。 

13 
同業者との交流を

通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サ

ービスの質を向上させていく取り組みをし

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

大隅地区介護事業所連絡協議会が

あり様々な研修を一緒に行うことが

できている。管理者は今年鹿屋市の

サポートワーカーの研修を受け活動

の場を広げる。 

      

14 
本人と共に過ごし

支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場に

おかず、暮らしを共にする者同士の関係

を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

施設は生活の場との思いでケアを行

い、利用者へ感謝を伝え安心して生

活していただける関係を築いてい

る。 
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15 
馴染みの人や場と

の関係継続の支援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの

人や場所との関係が途切れないよう、支

援に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

馴染みの関係性がある場所や人と

の交流を継続出来るよう支援してい

る。家族関係も「個」になりつつある

世間であるため関係性の扱いにも配

慮している。 

面会に制限はあるが馴染の方との交流

や家族間の交流を大切に支援している。 
    

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント         

16 思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方、生活環

境、一日の過ごし方の希望や意向の把

握に努めている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人の意向を支援に活かしている。

ご家族面会時、プラン更新時にはご

本人や家族の思いをお聞きしてい

る。自分で思いを表現できない方

は、社会資源を活用し多角的に検討

し支援に活かしている。 

      

17 

チームでつくる介

護計画とモニタリン

グ 

本人がより良く暮らすための課題とケア

のあり方について、本人、家族、必要な

関係者と話し合い、それぞれの意見やア

イディアを反映し、現状に即した介護計

画を作成している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

計画作成に当たり本人・家族・職員

の意見を聞いている。その意向に耳

を傾けながら、自立支援とパーソン

センタードケアに努めている。 

本人らしく暮らしていただけるよう課題や

ケアを職員間で共有し、意向に沿った支

援ができるよう努めている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人や家族へ傾聴がなされケアに活か

されている。 

18 
個別の記録と実践

への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、気づき

や工夫を個別記録に記入し、職員間で情

報を共有しながら実践や介護計画の見

直しに活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者の変化や気付きを大切に記

録に残している。口頭での引継ぎは

せずノートかつパソコンで記録を残し

利用者の状態が分かるようにしてい

る。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

記録がある事で職員間の情報共有がで

きている。 

19 

一人ひとりを支える

ための事業所の多

機能化 

本人や家族の状況、その時々に生まれ

るニーズに対応して、既存のサービスに

捉われない、柔軟な支援やサービスの多

機能化に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者は状態が少しずつ変化してい

る。状態変化時は医師や訪問看護

師など社会資源を活用して柔軟な支

援に取り組んでいる。 

個々に状態は変化しているため、医療関

係者と連携を図ることで柔軟な対応に取

り組んでいる。 

    

20 地域資源との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている地域資

源を把握し、本人が心身の力を発揮しな

がら安全で豊かな暮らしを楽しむことが

できるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

地域の行事や施設内での行事を楽

しみに行っている。地域の行事につ

いては地域の役員の方々と連絡を

取りつつあるが、地域行事のあり方

にどう対応するかとの課題もある。 

５類になり事業所での行事は少しずつ行

えているが地域の行事参加が行えてい

ない。地域との連携は課題であると感じ

ている。 

    

21 
かかりつけ医の受

診支援 

受診は、本人及び家族等の希望を大切

にし、納得が得られたかかりつけ医と事

業所の関係を築きながら、適切な医療を

受けられるように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人やご家族の希望で病院受診を

行っている。緊急時も含めて納得の

上、適切な受診ができている。 
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22 
入退院時の医療機

関との協働 

利用者が入院した際、安心して治療でき

るように、また、できるだけ早期に退院で

きるように、病院関係者との情報交換や

相談に努めている。あるいは、そうした場

合に備えて病院関係者との関係づくりを

行っている。 

 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入院時は病院関係者との連絡を密

にし、情報交換を行い入退院支援に

努めている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

医療機関と連携を図り悪化防止に努め

ている。 

23 

重度化や終末期に

向けた方針の共有

と支援 

重度化した場合や終末期のあり方につい

て、早い段階から本人・家族等と話し合

いを行い、事業所でできることを十分に

説明しながら方針を共有し、地域の関係

者と共にチームで支援に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ターミナルケア対応であるため、日

頃から知識を身に付けるため研修等

にも参加している。家族とは入所時

に終末期を含めた説明を行っている

が、実際のところは家族の気持に変

化があるので、面会時などに話しを

する機会を作っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 関係機関、本人、ご家族と連携を図り、

支援に取り組んでいる。 

24 
急変や事故発生時

の備え 

利用者の急変や事故発生時に備えて、

全ての職員は応急手当や初期対応の訓

練を定期的に行い、実践力を身に付けて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者の状態は常に職員で共有し

いるが、急変時など落ち着いて行動

がとれるように勉強会やミーティング

でシミュレーションを行っている。 

      

25 災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を

問わず利用者が避難できる方法を全職

員が身につけるとともに、地域との協力

体制を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

火災避難誘導訓練は地域の方を交

え訓練していたが感染症以降、地域

の方を交えての訓練は途絶えてい

る。災害に備え本部の鹿屋長寿園へ

の避難通路を設置している。 

地域との共同訓練は途絶えているが事

業所の対策や研修・訓練等で全職員へ

周知している。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナ禍で地域での訓練は行えていな

いが職員間では充分にできていると思

う。 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援          

26 

一人ひとりの尊重

とプライバシーの

確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ

バシーを損ねない言葉かけや対応をして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご利用者様は人生の先輩方であり

社会的に活躍された方である。職員

はご利用者様を敬いながら接してい

る。相手のプライドを損ねる事がどれ

ほどご本人様にダメージを与えるか

を職員は理解している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

全職員、情報共有ができている。 

27 
日々のその人らし

い暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するのでは

なく、一人ひとりの日常生活における希

望や意向、暮らしのペースを大切にし、そ

の日をどのように過ごしたいか、希望に

そって支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

大まかな一日の流れはあるが、あく

まで予定であり、ヒューマンケアであ

るため本人の意向、体調や精神状

態に合わせた支援を最優先に行って

いる。 
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28 
食事を楽しむこと

のできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひと

りの好みや力を活かしながら、利用者と

職員が一緒に準備や食事、片付けをして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

食事は楽しみの一つである事から、

季節・旬を大切にしている。一人一

人の嗜好はお聞きして提供してい

る。現利用者様で一緒にできる方は

おりません。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

行事食等の対応をされており、利用者

様も喜んでおられると思う。 

29 
栄養摂取や水分確

保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一日

を通じて確保できるよう、一人ひとりの状

態や力、習慣に応じた支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

配食は栄養バランスを考えながら提

供している。一人一人の状態を観察

し、水分が摂りにくい時は好みの飲

み物をお出しして水分摂取の援助を

おこなっている。 

      

30 口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎

食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力

に応じた口腔ケアをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員は口腔ケアの大切さを認識して

おり、１日３回の口腔ケアは欠かせ

ない。口腔ケアについて毎月歯科医

師への相談、助言を頂いている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

医師からの助言を大切にされ日々のケ

アに活かされており、、ケアは充分にで

きていると思う。 

31 排泄の自立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一

人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援、便秘の予防等、個々に応

じた予防に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

それぞれの排泄のパターンを理解

し、定期的に声を掛けその人の行動

を把握することで便秘予防や自立支

援を行っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

お一人お一人の排泄パターンを把握さ

れ支援ができている。 

32 
入浴を楽しむこと

ができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々

にそった支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入浴は楽しみの一つであるが、職員

の配置等によっても時間が決まって

しまう事がある。利用者の気分によ

って入浴されたり、中止することもあ

る。意向により入浴支援を行ってい

る。 

      

33 安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持ち

よく眠れるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご自身のペースで過ごされることを

モットーとしており休息は自由として

いる。睡眠センサーを導入し睡眠状

態の把握、分析を行っている。 

      

34 服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の目的や副

作用、用法や用量について理解してお

り、服薬の支援と症状の変化の確認に努

めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

薬は担当医師の処方に基づき援助

している。薬の変更に関しては連絡

帳を利用し職員への周知を行ってい

る。新しい薬に関しては効果や副作

用を理解し援助している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

情報を共有し、薬の効果や副作用等を

理解して援助できている。 
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35 
役割、楽しみごとの

支援 

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ

うに、一人ひとりの生活歴や力を活かし

た役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換

等の支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者様の ADL により、洗濯物畳

みなどを行っている。お互いに感謝

しあう関係性を保っている。 

年間を通して色々な役割や行事等を楽し

めている。 
    

36 日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。また、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

定期的な外出は年間計画にはある

が出勤職員数によりすべて行われて

いない。計画を決めて職員をそろえ

て実行することができるように努力し

ている。 

年間計画は立てているが出勤職員数に限り

がありできていない。 
    

37 
お金の所持や使う

ことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者はお金に関心を示されない方

が多くなっている。買い物支援の欲

求が少なくなっており職員が代理で

買い物に行くことが多くなってきた。 

      

38 電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本人自らが電話をした

り、手紙のやり取りができるように支援を

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

電話に興味がある方はいらっしゃら

ないが、ご家族からの手紙を読まれ

たり電話に出て話されることはある。 

      

39 
居心地のよい共用

空間づくり 

建物内部は一人ひとりの身体機能やわ

かる力を活かして、安全かつできるだけ

自立した生活が送れるように工夫してい

る。共用の空間が、利用者にとって不快

や混乱をまねくような刺激がないように配

慮し、生活感や季節感を採り入れて、一

人ひとりが居心地よく過ごせるような工夫

をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

居間で過ごされる方が季節感を味わ

えるように、季節に合わせた装飾や

季節の花を飾る事もある。テーブル

やソファーを複数用意しているのでく

つろげる空間を工夫している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

工夫して季節感を味わえるようにされてい

る。 

Ⅳ．本人の暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）         

40 

本人主体の暮ら

し 

本人は、自分の思い、願い、日々の暮ら

し方の意向に沿った暮らしができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日常の支援の中で思いを表現できる

るような関わりを持ち、職員間で共有

し意向に沿った暮らしが出来るように

している。 

      

41 

本人は、自分の生活歴や友人関係、暮ら

しの習慣、特徴など様々な情報をもとに、

ケア・支援を受けることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご本人、ご家族から情報を頂きご本

人の習慣を大切にして支援を行って

いる。 
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42 

本人は、自分の健康面・医療面・安全面・

環境面について、日々の状況をもとに、

ケア・支援を受けることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご自身で理解できない事、言葉とし

て表現できない状況が多くある。

日々の関わり、観察の中で情報共有

し、家族、医師、訪問看護師へ相談

しケアを行っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者との日々の関わり方を情報共有

し関係者との連携もできている。 

43 

生活の継続性 

本人は、自分のペースで、これまでの暮

らしの習慣にあった生活ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

安全に生活できる配慮をしつつご本

人のペースで生活できるよう支援行

っている。 

      

44 

本人は、自分のなじみのものや、大切に

しているものを、身近（自室等）に持つこ

とができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入所時にはなじみの物をご持参頂く

ようお話ししている。亡くなられたご

主人のお写真や、ご自身の作品など

持参されている方もいる。テレビ、寝

具やコップや箸等使用していた私物

を持ってきている利用者もいらっしゃ

る。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

馴染の大切な私物を持参される事で落

ち着かれている。 

45 

本人は、自分の意向、希望によって、戸

外に出かけることや、催（祭）事に参加す

ることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナ第 5 類指定以降は家族からの

外出の希望がある。ただし感染対策

は継続して行ているため多数の希望

があるわけではない。 

     

46 

本人が持つ力の

活用 

本人は、自分ができること・できないこと、

わかること・わからないことを踏まえた、

役割や、楽しみごとを行うことができてい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者それぞれのやりたいことを見

つけ役割を担っていただいている。

わからない、できないことへの葛藤も

あり役割を奪うことなく活用してい

る。 

      

47 

本人は、自分がいきいきと過ごす会話の

ひと時や、活動場面を日々の暮らしの中

で得ることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

笑顔になってもらえるような話題で会

話を行い、また、ありがとうを伝える

場面を多くし、いきいきと過ごしてい

ただけるように支援している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

お一人お一人を大切にされ、声かけを

多くして笑顔を多く見せてくれるよう心掛

けている。 

48 

本人は、自分なりに近隣や地域の人々と

関わったり、交流することができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナ第 5 類指定以降は地域の催

事の実施の有無も踏まえてうまく行

えていない。小学校との交流は再開

している。 

 車椅子の方も無理のないように交流さ

れている。 
    



- 8 - 
 

49 総合 

本人は、この GH にいることで、職員や地

域の人々と親しみ、安心の日々、よりよ

い日々をおくることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

安心、安全、認知症を理解した職員

と共に笑顔で過ごすことができてい

る。家族や地域と共に過ごしていた

だける GH を目指してこれからも創

意工夫していくようにと考える。 

認知症への理解を持つことで利用者と共

に笑顔で快適に過ごせている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

外部の方との交流は難しいとは思うが

家族と連携を図り、職員の努力は大き

いと思う。 

 

 



（参考様式３） 

 

自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール 

 

「Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）」全体表        令和７年度 

№ タイトル 評価項目 
利用者個票からの転記（自己評価の A、B、C、D を記入） 

記述 
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）  

40 

本人主体の暮らし 

本人は、自分の思い、願い、日々の暮

らし方の意向に沿った暮らしができて

いる 

B C A A B B B A Ｂ 

ご自分で動ける方は本人の想いで活動されているが

介助や支援が必要な方には意向を確認し援助を行っ

ている。 

41 

本人は、自分の生活歴や友人関係、暮らし

の習慣、特徴など様々な情報をもとに、ケ

ア・支援を受けることができている 

A 

 

B B B B B B B Ｂ 
本人の想いやご家族様やご兄弟（姉妹）より聞き取り

を行い、生活習慣を理解し援助を行うよう努めている。 

42 

本人は、自分の健康面・医療面・安全面・

環境面について、日々の状況をもとに、ケ

ア・支援を受けることができている 

A 

 

A 
A A A A A A A 

ご自分では理解できない方、伝えられない方もいらっし

ゃるので毎日の様子を職員間で共有し、変化がある際

にはご家族のご意見や多職種に相談や意見を伺い支

援を行っている。 

43 

生活の継続性 

本人は、自分のペースで、これまでの

暮らしの習慣にあった生活ができてい

る 

A 

 

B B A A A C A Ｂ 
おひとりおひとりの生活に合わせて支援を行い、起床

時・就寝時の時間も合わせている。 

44 

本人は、自分のなじみのものや、大切

にしているものを、身近（自室等）に持

つことができている 

A 

 

B B A A C B A B 

利用者様により日頃使用していた箸やコップ、ご家族

様の写真やテレビ等を、思い出や大切なものを持参さ

れている。 

45 

本人は、自分の意向、希望によって、

戸外に出かけることや、催（祭）事に参

加することができている 

C C C B D C D D C 
5 類に移行したが感染対策の為、病院受診が主な外

出の機会になり、ほとんど外出はできなかった。 

46 

本人が持つ力の活

用 

本人は、自分ができること・できないこと、

わかること・わからないことを踏まえた、役

割や、楽しみごとを行うことができている 

A B A A B B A Ｂ Ａ 

利用者様が出来ること、得意なこと、様々な役割を楽し

みながらできることを支援し、感謝を伝えることで満足

感ややりがいが持てる様子が伺えている。 

47 

本人は、自分がいきいきと過ごす会話

のひと時や、活動場面を日々の暮らし

の中で得ることができている 

A C B A B C C B B 

日々の会話やレクレーション等（歌やリズム体操等）お

ひとりおひとりが好きなことを職員と行い、毎日の暮ら

しが楽しいものになるようにしている。 

48 

本人は、自分なりに近隣や地域の

人々と関わったり、交流することがで

きている 

C C C C C C C C C 
5 類に移行後も感染対策や予防のため、地域行事に

参加やご家族様との外出等できていない状況にある。 

49 総合 

本人は、この GH にいることで、職員や地

域の人々と親しみ、安心の日々、よりよい

日々をおくることができている 

B B B B B B B B B 

認知症を理解し個々に合わせて優しく接してくれる職

員と安心し穏やかな生活を送ることができている。状

況をみながら外出等の楽しみも増やしていけるのでは

ないかと思う。 


